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スターホールディングス株式会社

STAR HOLDINGS CO.,LTD

当社は2004年12月1日にスターフューチャーズ証券株式会社の株式移転により、設立された持株会社となります。本資料の財務データは、以下の通りとなり
ます。

2005年3月期中間以前の財務データは、当期のそれとは連続性が高いものの、完全に連続しているものではございません。従いまして、2005年3月期中間以
前の財務データは、あくまでも経年比較のための参考データとなりますことをご了承ください。
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※資料中の財務データについて



■業績概況

単位：百万円
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営業収益
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商品業務、自己売買が増収、証券・為替業務は減収
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■収益の推移と内訳　

□　収益の推移
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□　当中間期連結受取手数料の事業別内訳

■商品業務収益（手数料、売買損益）　

の改善

収益の約8～9割を占める商品業務収益が増
加したことにより、グループとしての収益状況
が改善。

■証券、為替業務の収益減少

商品業務の再強化のため、経営資源を同業
務へ集中したことのほか、証券業務の競争激
化、為替取引における規制強化、為替レート
の変動幅の縮小などが重なり、２業務の収益
が減少。
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□　主要子会社の受取手数料（スターF証券、スターアセット）

1,883百万円

73.7％

670百万円

26.3％

2004年3月期 　　　　　　　05年3月期 　　 　　　06年3月期
　　　中間　　　　　　　　　　　　 中間　　 　　　　　　　中間
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■資産の推移と内訳

□　預り資産の推移

□　主要子会社の預り資産（スターF証券、スターアセット）
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□　当中間期の口座別預り資産

19,501百万円

95.1％

1,014百万円

4.9％

■証券、くりっく365（為替）の資産が増加
・預り資産の前年同期比

証券10.0％増　商品6.4％減　為替40.3％増　
　となり、全体としては13.1％増。

・証券の増加要因⇒国内株式市場の活況と　　
　　　　　　　　　　　　 それに伴う株価の上昇

・為替の増加要因⇒「くりっく365」の預り資産　　
　　　　　　　　　　　　（当中間期末1,141百万円）

2004年3月期 　　　　　　　05年3月期 　　 　　　06年3月期
　　中間期末　　　　　　　　　中間期末　　 　　　　中間期末
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先物＋OP
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■費用の推移と内訳

□　費用の推移と内訳
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□　当中間期連結費用の詳細
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□　主要子会社の営業費用（スターF証券、スターアセット）

2,171百万円

78.8％

584百万円

21.2％

■増加⇒取引所等関係費、広告宣伝費

当社グループ商品取引の売買高が前年同期比
で14.8％増加。これにより取引所等関係費が同
23.5％増加。広告宣伝費は「くりっく365」に関す
る広告料増などから、同54.4％増。

■減少⇒電算機費、不動産賃借料

取引所等関係費、広告宣伝費以外の費用につ
いてはおおむね削減。電算機費は前年同期比
9.8％減、不動産賃借料は同7.8％減など。

2004年3月期 　　　　　　　05年3月期 　　 　　　 06年3月期
　　　中間　　　　　　　　　　　　 中間　　 　　　　　　　 中間

（千円） 構成比

販売費及び一般管理費 2,784,856 100%
人件費 1,522,543 54.7%
その他 465,149 16.7%
電算機費 232,420 8.3%
不動産賃借料 188,114 6.8%
取引所等関係費 124,531 4.5%
通信費 119,360 4.3%
旅費交通費 56,035 2.0%
広告宣伝費 39,000 1.4%
減価償却費 33,079 1.2%
貸倒引当金繰入額 4,622 0.2%



部門・媒体別の業績
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現物取引　　　　　　　 　3.4％減

信用取引　　　　　　　　 21.6％減

先物・ＯＰ　　　　　　　 68.2％増

金融収益　　　　　　 51.9％減

□　収益の推移
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■証券　業績概況

□　預り資産と口座数の推移
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　先物・OPは増加したものの、主力の　
　信用取引が減少し、金融収益も減少。

　　　預り資産と口座数の状況 　
（前年同期比、％）

預り資産（全体）　　　16.0％増

口座数　　　 　　　　　　2.5％減

国内株価上昇により、現物の預り資産
が増加、信用及び先物・OPは減少。　　

2004年3月期 　　　　　　　05年3月期 　　 　　　 06年3月期
　　　中間　　　　　　　　　　　　 中間　　 　　　　　　　 中間

2004年3月期 　　　　　　　05年3月期 　　 　　　 06年3月期
　　中間期末　　　　　　　　　中間期末　　 　　　　 中間期末



■証券サマリ
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□　信用取引売買代金と預り資産の前年同期比

□　主要オンライン証券5社の個人株式売買代金シェア
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※主要オンライン５社：イートレード、松井証券、楽天証券、マネックス・ビーンズ、カブドットコム。

１．信用取引の低迷・資産減

・信用取引売買代金

　前年同期比⇒25.4％減

・信用取引預り資産

　前年同期比⇒21.8％減

◎主力の信用取引の低迷が証券業
　務の収益減の主要因

当社グループの信用取引の低迷
とオンライン証券の台頭

２．オンライン証券の台頭

・主要オンライン証券5社の個人株式売買
代金シェア　

⇒個人株式売買シェアにおいては、対面
　 証券と二分。当中間期は市場が活況だ

　　ったものの、委託手数料はオンライン　
　　証券を中心に引き下げが続いている。

　◎リテール分野での競争の激化
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■商品　業績概況

□　受取手数料の推移と内訳
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□　預り資産と口座数の推移

収益の状況（前年同期比、％）

農産物市場　　　　　　　 106.1％増

貴金属市場　　　　　　　　　 49.7％減

石油市場　　　　　　　　　 　 9.8％増

貴金属が落ち込んだものの、農産物が
大幅増、石油も増加。

　　　預り資産と口座数の状況　　　
（前年同期比、％）

預り資産　　　13.6％減　　　12.7％増

口座数　　　 　7.3％減　　 8.1％減

対面　　　　　　　OT

対面取引の預り資産と口座数が減少

2004年3月期 　　　　　　　 05年3月期 　　 　　　 06年3月期
　　　中間　　　　　　　　　　　　 中間　　 　　　　　　　 中間

2004年3月期 　　　　　　　 05年3月期 　　 　　　 06年3月期
　　中間期末　　　　　　　　　 中間期末　　 　　　　 中間期末
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■商品サマリ

□　商品取引所法改正（2005年5月1日施行）の影響
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□　商品先物市場全体と当社グループ売買高比較
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商品取引の売買高増加

・スターホールディングスグループ　

⇒ ３期連続で増加（前年同期比14.8％増）

・商品先物市場全体

⇒前年同期比で26.1％ダウン

◎市場全体の動きに反して売買高　
　が増加し、収益増に繋がる

2004年3月期 　　　　　　　05年3月期 　　 　　 06年3月期
　　　中間　　　　　　　　　　　　 中間　　 　　　　　　 中間

■改正の焦点

・商品取引員の財務要件の厳格化（純資産規制比率）

・勧誘行為等の適正化（適合性原則など）

・グローバルスタンダードの市場制度

⇒業界の再編が進むとともに、新たなビジネス
チャンスの可能性も広がる

－当中間期の主な再編の動向－

　・楽天、松井証券などの出資によりドットコモ　
　　ディティが設立

　・ライブドアが日商岩井フューチャーズを買収、
　 ライブドアコモディティに

　・エイチエス証券がオリエント貿易を買収

　・モルガンS証券、ゴールドマンSなどが東京　
　　工業品取引所の会員となる



3,611
4,074

2,434

561

324

649

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

（百万円）

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

（口座）預り資産 口座数

285

67

31

46
27

91

56

10
18 12

26

53

0

100

200

300

400

500
（百万円） 米ドル／円 ユーロ／円 豪ドル／円 その他

収益の状況　（前年同期比）

米ドル／円　　　　　　　　26.9％減

ユーロ／円　　　　　　　　42.3％減

豪ドル／円　　　　　　　　73.4％減

その他　 　　　　　　 　　0.3％減

■為替　業績概況

□　収益の推移と内訳
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□　預り資産と口座数の推移

　　　預り資産と口座数の状況　　　　
（前年同期比、％）

預り資産　　 　　 　67.4％増

口座数　　　　　 100.3％増

主力の米ドルを始め、各通貨が減少

くりっく365の開始により、預り資産、　　
口座数ともに大幅増。

2004年3月期 　　　　　　　 05年3月期 　　 　　 06年3月期
　　中間期末　　　　　　　　　 中間期末　　 　　　　中間期末

2004年3月期 　　　　　　　 　05年3月期 　　 　　　 　06年3月期
　　　中間　　　　　　　　　　　　 　中間　　 　　　　　　　 　中間



■為替サマリ

□　金融先物取引法改正（2005年7月1日施行）の影響
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□　取引所為替証拠金取引「くりっく365」（2005年7月より取扱開始）

スターホールディングス株式会社
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■改正の焦点

・証券会社と同様の登録制となり、自己資本規制比率が適用

・不招請勧誘（顧客からの要望のない訪問、電話勧誘）の禁止

⇒悪質な業者や財務体質の脆弱な業者の淘汰が進　
　むとともに、為替事業の形態そのものを見直す必要
　性が出てきた

施行４ヵ月後

■2005年1月から10月までの期間
　に経営破たん（破産、清算）した　
　外為証拠金取引業者

⇒24社（うち、20社が7月以降）
※帝国データバンク　11/15発表

規制強化の影響が表出

・東京金融先物取引所に上場しているオンライン取引

・金融先物取引業の許可を受けた為替証拠金取引参加者のみ

　取扱い可能

・取引の相手方が取引所であるため、相手方の信用リスクがない

・顧客の差し入れた証拠金は取引所に直接預託

■くりっく365の特長 ■くりっく365とOTC（相対）取引の中間期末比較

「くりっく365」とOTC（相対）取引の

２本柱で為替業務を展開
預り資産残高 口座数
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陽光㈱

・主な事業内容　　　　　　　　　　　　　
　不動産の売買、賃貸借、仲介、　　
　鑑定評価等に関する業務

・資本金　　　　　　　　　　　　　　　　　
　3,000万円

・従業員数　　　　　　　　　　　　　　　
　　35名（2005年10月末現在）

㈱星河　　　　　　　　　　　　　　

・主な事業内容　　　　　　　　　　　　　
　不動産賃貸・売買・管理・仲介業

・資本金　　　　　　　　　　　　　　　　　
　1,000万円

・従業員数　　　　　　　　　　　　　　　
　　2名（2005年10月末現在）　　　　
　　　

■合弁会社の設立について
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□　合弁会社の設立

スターホールディングス株式会社
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スリースターインベストメント㈱

■企業概要

設立年月日：平成17年11月末予定

代表者：野崎　正史　（㈱星河取締役）

所在地：東京都千代田区

資本金：3,000万円

従業員数：3名

当　　社

1,000万円出資 1,000万円出資 1,000万円出資

■合弁会社の事業概要

Ⅰ　不動産関連事業

　　①不動産証券化（不動産ファンドの組成・販売）を含む不動産事業全般

　　②インターネットを介した高級賃貸住宅の仲介・媒介（外国人、国内富裕層向け）

Ⅱ　外国人IT人材紹介・派遣事業　

　　①外国人IT人材の国内企業への紹介・派遣

　　②日本人IT技術者を対象とした高度なIT技術習得のためのプログラム開発・研修

　　③オフショア開発のためのバイリンガル・ブリッジSE、PMの育成



・証券業

・商品先物取引業

・外国為替保証金取引業

■今後の展開
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マイルストンアセットマネジメント

スターインベスト

スリースターインベストメント

スターアセット証券

・ディーリング業

・投資顧問業

・不動産関連事業

・外国人IT技術者人材紹介・派遣業

※2005年10月1日スターフューチャーズ
証券㈱とスターアセット㈱の合併により
設立。

スターホールディングス

金融フィールドをコアとして環境変化にフレキシブルかつスピーデイーに対応

連
結
子
会
社

持
分
法
適
用
会
社


